
NPO 法人えーる  えーる登録講師 プロフィール一覧【2022 年度】 

    お問い合わせは   ＮＰＯ法人えーる   ℡ 080-3130-3567  まで 

些細なことでもお気軽にお問い合わせください 

対応可能地域 

講師料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

講座内容 ハンドメイド講座 ハンドメイドワークショップ 

参加費       

（材料費・ 

資料代） 

1人 600円 

（作品によって変動） 

1人 600円～ 

（作品によって変動） 

対応可能人数 8～15名程度 一回に４・５名（出来上がり次第入れ替え） 

対象者 
小学生～大人 

（作品により対応可能） 

小学生～大人 

（作品により対応可能） 

所要時間 １時間 30分～2時間 約 30分（出来上がり次第入れ替え） 

持ち物 特になし 特になし 

ハンドメイド講師 

高岡
たかおか

 和美
か ず み

 
 
内 容 

ハンドメイド 

・講座：一つの作品をじっくりと仕上げる。 １時間半～２時間から連続 

・ワークショップ：30分くらいで一つの作品を仕上げる。 ハンドメイド体験 

・レザークラフト ・マクラメ ・リボン ・布小物（ミシン） ・布おもちゃ 

  

 貝塚市・岸和田市 ほか要相談（交通費別途） 

10,000 円～ ＊講義内容により異なります。 

●活動実績 
 

 ・家庭教育学級（木島小学校 16年レザークラフト/キーケース） 

（木島小学校 19年レザークラフト/スマホケース） 

（津田小学校 21年レザークラフト/コインケース） 

・小学生対象ハンドメイドサークル（21年/マクラメ編み他） 

・小学生対象夏休み企画（20年 21年ミシンでぞうきんを縫う。） 

・おひるねアート＆いろいろ体験会 

    （・おもちゃホルダー ・歯固め ・布おもちゃ  

・木製スプーンとランチョンマット他） 

 
・ 

●自己紹介 

子どもが生まれ、社会との繋がりが切れてしまったような不安を覚えましたが、子どもがいたからこそ、で

きた人とのつながりから、好きなハンドメイドで社会とつながるきっかけができました。 

そういう人や社会とのつながりから、自分自身の知識を広げたい、深めていきたいと思い、そしてお母さん

方も、社会とつながるきっかけの一つになれたらいいなと思い、活動しています。 

また、何でも買えば揃う今だからこそ、小学生にボタンの付け方や、ぞうきんの縫い方なども体験してもら

いたいと夏休みにイベントも行っています。 

コインケース 

スマホケース 

マクラメ編み 

ランチョン 
マット 
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講座内容 あそびの実践 講座とあそびの実践 

対応可能人数 
親子 8組～15組 

（スタッフの人数により変動） 

親子 8組～15組 

（スタッフの人数により変動） 

対象者  ・ 未就園児親子 ・小学生  ・未就園児親子 

所要時間 １時間～１時間 30分 １時間～１時間 30分×２日間 

あそびの実践＆講義 

高岡
たかおか

 和美
か ず み

 

内 容 

セミナー 

・あそびの実践講座 

 あそびの実践をしながら、あそびで発達する身体の講座も行う。 

・年齢に応じたあそび ・段階を踏んだあそび ・発達を促すあそび 等  

貝塚市及び近隣 (交通費別途) 

30,000 円～ 

●資格 

・一般社団法人発育発達アソシエイト認定 子ども発達アソシエイト™ 

・一般社団法人発育発達アソシエイト認定 こども学習サポーター™ 

●活動実績 

・えーる親子あそび塾（11 年度からほぼ年間 36 回開催・20 年度から

はつげさん広場出前教室として 30回開催） 

・貝塚中央公民館 おやこ教室  

・浜手公民館 親子教室 

 

・ 
●自己紹介 

近年子どもたちの体力の低下が危惧させています。 

1）暮らしや生活環境が便利になり運動する機会が減った。 

2）スポーツや外で遊ぶために必要な時間や仲間、遊べる場所（空間）三間が少なくなった。 

3）自身が遊んでいなくて、子どもとどうあそんだらいいかがわからない。 

など、その背景にはいくつかの理由が考えられます。 

私は子どもが乳幼児の時に、貝塚子育てネットワークの会主催で開催していたあそび塾に参加したことで、仲間とあそびな

がら子どもと一緒に身体を動かし、子どもとの関わりも楽になりました。そんな経験から、乳幼児期に親子で一緒にからだを

使って遊ぶことの大切さに気づき、現在はえーるであそび塾を開催しています。あそび塾を開催するにあたり、こどものから

だと脳の発達、こどもへの声かけや関わり方、などをより広く深く学べば学ぶほど、その学びを子育て中のお母さんに伝え

たい！と思うようになりました。伝えることで少しでも子育てが楽になってもらえたらと思い、活動しています。 


